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Creating the Future Through Daily Conversations. Hari.



１．ある日、私はびっくりしました。

ORELA SHIPYARD STORY
― 私がインドネシアで驚いたこと ―



２．始まりは、こんな勉強でした。

JICAのプロジェクトで、みんなでこんな勉強をしたんよ



３．ところがORELAで問題が起きた。

資材・機器の到着が遅れた。
「このままでは納期に間に合わない︕」



４．彼らは、自分たちでやってみた。

「そうだ。あのFLOWを使ってみよう。」

・・・・・・ 私は「やりなさい」と指示していません。



５．そして日本研修で……

実は、
やってみました。

えっ、
本当か︖

それは素晴らしい︕
ちゃんとまとめて、

みんなに教えてよ︕



６．51日 → 29日︕

51 DAYS
↓

29 DAYS
Investment︓0

俺も
びっくりしたんよ︕



７．もう一つ驚いた。
工数も減りました。

311 人日
↓

175 人日

みんな、
これをどう思う？



８．ところが……

サブコンの
社⻑

ちょっと待ってくれ︕

成果を出したのに、
支払いが減るのは
おかしい︕



９．ORELAの答え

アリス 役員
役員

成果を出したサブコンにBONUS︕
造船所だけが得をする改善にしなかった。

俺ね、ここまで含めて
この話が好きなんよ。



１０．そして私は今……

この話を聞いて、みんなはどう思う︖
Mari kita bicara. 一緒に話そう。


